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が可能になることを示した．また 2 次元弾塑性 FEM 解析の結果から，異周速圧延，異径ロ
ール圧延ではステンレス鋼側の相当塑性ひずみを効果的に増加できることが主な要因であ
ることが明らかにしている． 
第６章は，上記研究結果の総括である． 
 以上のように，本論文は，板端部の変形現象の実験・解析から得られる結果の重要
性を示すとともに，実機への応用によりその実効性を確認しており，歩留まり向上，
省エネルギー実現に多大な効果をもたらしている．論文公聴会においては，多くの質
問に対して論文提出者により適切な回答がなされ質問者の理解が得られた．以上，論
文審査及び学力確認の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査した結果，本論
文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
